
令和４年度 　　帰還・移住等環境整備事業等

内閣府

※本様式は同一の交付担当大臣が交付する事業等ごとに作成して下さい （単位：千円）

交付対象事業費
(b)

交付対象事業費のう
ち、福島県又は避難指
示・解除区域市町村等
以外の者が負担する額

を減じた額
(c)

うち交付金交付額
基幹事業の場合

（d）=a×b＋(c-a×b)/2
（注６）

効果促進事業等の場合
（d）=0.8c

年度間
調整額
（国費）

(e)

調整後の
交付金
交付額
(f)=d-e

(48,179) (48,179) (48,179)

0 0 0

＜48,179＞ ＜48,179＞ ＜48,179＞

(16,060) (16,060) (16,060)

0 0 0

＜16,060＞ ＜16,060＞ ＜16,060＞

(9,328) (9,328) (9,328)

0 0 0

＜9,328＞ ＜9,328＞ ＜9,328＞

(73,567) (73,567) (73,567) (0) (0)

0 0 0 0 0

＜73,567＞ ＜73,567＞ ＜73,567＞ ＜0＞ ＜0＞

福島県 担当者氏名
飯舘村 メールアドレス

（注１）「事業番号」は、基幹事業については、「（実施要綱別表の番号）-（同一事業計画中の同種の事業の通し番号）」、効果促進事業等については、「◆（最も関連する基幹事業の事業番号）－（最も関連する基幹事業ごとの通し番号）」となるよう記載する。
（注２）「事業名」は実施する事業の内容がわかるように任意の名称を記載する。
（注３）「基本国費率」は、各交付担当大臣が定める交付要綱に規定される国費率を指す。（福島再生加速化交付金（帰還・移住等環境整備）実施要綱第５の１の（３）におけるbと同様）
（注４、５）上段（　）書きは、前回までに配分された額を記載し、中段には今回申請する額を記載する。なお、下段＜　＞書きについては、自動計算される。
（注５）「年度間調整額」の（国費）（e）は、前年度に福島再生加速化交付金（帰還・移住等環境整備）実施要綱第４の７の④に該当した場合に記載する。
（注６）各交付担当大臣が定める交付要綱において、交付額の算定方法が定められている場合には、その規定に基づき算定すること。
（注７）基金を造成して帰還・移住等環境整備事業等を実施する場合においては、当該事業の（ｂ）欄には、当該年度に実施する事業の事業費を、（ｃ）欄には事業費のうち福島県等以外の者が負担する額を減じた額を、（ｄ）欄には基金からの取崩額を記載する。

（様式１－４）

飯舘村 帰還・移住等環境整備事業計画

省庁名： 令和４年１０月時点

No.
事業番号

（注１）
事業名
（注２）

地区名
施設名

交付
団体

 -

 直接 定額

事業
実施
主体

直接／間接

基本
国費率

（a）
（注３）

当該年度（注４） 年度間調整額（注５）
（該当する場合のみ記載）

備　考

  放射線相談支援事業  飯舘村  村  飯舘村

  5  -

 -

 飯舘村  直接 定額

44   (3)  -  24  -   1

  3  -   村内放射線量モニタリング業務  飯舘村  村3   (3)  -  23

     

定額

        

  水道水に対する住民不安解消事業  飯舘村  村  飯舘村  直接108   (3)  -  23  -

             

合計額

地方公共団体の組合名

県名 担当部局名 村づくり推進課企画定住係 高野　琢子

市町村名 電話番号 0244-42-1613 t-takano@vill.iitate.lg.jp



令和４年度 　　帰還・移住等環境整備事業等

復興庁

※本様式は同一の交付担当大臣が交付する事業等ごとに作成して下さい （単位：千円）

交付対象事業費
(b)

交付対象事業費のう
ち、福島県又は避難指
示・解除区域市町村等
以外の者が負担する額

を減じた額
(c)

うち交付金交付額
基幹事業の場合

（d）=a×b＋(c-a×b)/2
（注６）

効果促進事業等の場合
（d）=0.8c

年度間
調整額
（国費）

(e)

調整後の
交付金
交付額
(f)=d-e

(77,461) (77,461) (58,095)

0 0 0

＜77,461＞ ＜77,461＞ ＜58,095＞

(8,800) (8,800) (6,600)

0 0 0

＜8,800＞ ＜8,800＞ ＜6,600＞

(8,800) (8,800) (6,600)

0 0 0

＜8,800＞ ＜8,800＞ ＜6,600＞

(36,165) (36,165) (36,165)

0 0 0

＜36,165＞ ＜36,165＞ ＜36,165＞

(131,226) (131,226) (107,460) (0) (0)

0 0 0 0 0

＜131,226＞ ＜131,226＞ ＜107,460＞ ＜0＞ ＜0＞

福島県 担当者氏名
飯舘村 メールアドレス

（注１）「事業番号」は、基幹事業については、「（実施要綱別表の番号）-（同一事業計画中の同種の事業の通し番号）」、効果促進事業等については、「◆（最も関連する基幹事業の事業番号）－（最も関連する基幹事業ごとの通し番号）」となるよう記載する。
（注２）「事業名」は実施する事業の内容がわかるように任意の名称を記載する。
（注３）「基本国費率」は、各交付担当大臣が定める交付要綱に規定される国費率を指す。（福島再生加速化交付金（帰還・移住等環境整備）実施要綱第５の１の（３）におけるbと同様）
（注４、５）上段（　）書きは、前回までに配分された額を記載し、中段には今回申請する額を記載する。なお、下段＜　＞書きについては、自動計算される。
（注５）「年度間調整額」の（国費）（e）は、前年度に福島再生加速化交付金（帰還・移住等環境整備）実施要綱第４の７の④に該当した場合に記載する。
（注６）各交付担当大臣が定める交付要綱において、交付額の算定方法が定められている場合には、その規定に基づき算定すること。
（注７）基金を造成して帰還・移住等環境整備事業等を実施する場合においては、当該事業の（ｂ）欄には、当該年度に実施する事業の事業費を、（ｃ）欄には事業費のうち福島県等以外の者が負担する額を減じた額を、（ｄ）欄には基金からの取崩額を記載する。

（様式１－４）

飯舘村 帰還・移住等環境整備事業計画

省庁名： 令和４年１０月時点

No.
事業番号

（注１）
事業名
（注２）

地区名
施設名

交付
団体

 -

 直接 1/2

事業
実施
主体

直接／間接

基本
国費率

（a）
（注３）

当該年度（注４） 年度間調整額（注５）
（該当する場合のみ記載）

備　考

 
 飯舘村移住・定住促進ツアー企画・運営
事業

 飯舘村  村  村

  4  

 

 村  直接 1/2

113   (7)  -  49  -   3

  2   
 飯舘村交流・移住・定住等促進支援事
業

 飯舘村  村112   (7)  -  49

 飲料水安全確保支援事業  飯舘村  村  飯舘村  直接 定額

1/2

6   (2)  -  19  -   2  -  

 
 飯舘村空き家・空き地バンク登録推進
事業

 飯舘村  村  村  直接114   (7)  -  49  -

             

合計額

地方公共団体の組合名

県名 担当部局名 村づくり推進課企画定住係 高野　琢子

市町村名 電話番号 0244-42-1613 t-takano@vill.iitate.lg.jp



令和４年度 　　帰還・移住等環境整備事業等

農林水産省

※本様式は同一の交付担当大臣が交付する事業等ごとに作成して下さい （単位：千円）

交付対象事業費
(b)

交付対象事業費のう
ち、福島県又は避難指
示・解除区域市町村等
以外の者が負担する額

を減じた額
(c)

うち交付金交付額
基幹事業の場合

（d）=a×b＋(c-a×b)/2
（注６）

効果促進事業等の場合
（d）=0.8c

年度間
調整額
（国費）

(e)

調整後の
交付金
交付額
(f)=d-e

(276,277) (276,277) (214,114)

0 0 0

＜276,277＞ ＜276,277＞ ＜214,114＞

(18,000) (18,000) (18,000)

0 0 0

＜18,000＞ ＜18,000＞ ＜18,000＞

(2,004,600) (0) (1,252,875)

0 0 0

＜2,004,600＞ ＜0＞ ＜1,252,875＞

(9,640) (9,640) (6,426)

0 0 0

＜9,640＞ ＜9,640＞ ＜6,426＞

(174,146) (174,146) (130,609)

0 0 0

＜174,146＞ ＜174,146＞ ＜130,609＞

(105,569) (105,569) (84,455)

0 0 0

＜105,569＞ ＜105,569＞ ＜84,455＞

(23,476) (23,476) (17,607)

0 0 0

＜23,476＞ ＜23,476＞ ＜17,607＞

(2,611,708) (607,108) (1,724,086) (0) (0)

0 0 0 0 0

＜2,611,708＞ ＜607,108＞ ＜1,724,086＞ ＜0＞ ＜0＞

福島県 担当者氏名
飯舘村 メールアドレス

（注１）「事業番号」は、基幹事業については、「（実施要綱別表の番号）-（同一事業計画中の同種の事業の通し番号）」、効果促進事業等については、「◆（最も関連する基幹事業の事業番号）－（最も関連する基幹事業ごとの通し番号）」となるよう記載する。
（注２）「事業名」は実施する事業の内容がわかるように任意の名称を記載する。
（注３）「基本国費率」は、各交付担当大臣が定める交付要綱に規定される国費率を指す。（福島再生加速化交付金（帰還・移住等環境整備）実施要綱第５の１の（３）におけるbと同様）
（注４、５）上段（　）書きは、前回までに配分された額を記載し、中段には今回申請する額を記載する。なお、下段＜　＞書きについては、自動計算される。
（注５）「年度間調整額」の（国費）（e）は、前年度に福島再生加速化交付金（帰還・移住等環境整備）実施要綱第４の７の④に該当した場合に記載する。
（注６）各交付担当大臣が定める交付要綱において、交付額の算定方法が定められている場合には、その規定に基づき算定すること。
（注７）基金を造成して帰還・移住等環境整備事業等を実施する場合においては、当該事業の（ｂ）欄には、当該年度に実施する事業の事業費を、（ｃ）欄には事業費のうち福島県等以外の者が負担する額を減じた額を、（ｄ）欄には基金からの取崩額を記載する。

（様式１－４）

飯舘村 帰還・移住等環境整備事業計画

省庁名： 令和４年１０月時点

No.
事業番号

（注１）
事業名
（注２）

地区名
施設名

交付
団体

 -

 直接 定額

事業
実施
主体

直接／間接

基本
国費率

（a）
（注３）

当該年度（注４） 年度間調整額（注５）
（該当する場合のみ記載）

備　考

 
 営農再開支援水利施設等保全事業(飯
舘地区)

 飯舘村  村  飯舘村

  1  

 -

 飯舘村  直接 5.5/10

54   (5)  -  40  -   3

  2  -  
 農業基盤整備促進事業（飯舘西部その
２）

 飯舘村  村47   (5)  -  42

 農山村地域復興基盤総合整備事業
（森林道整備事業）「岩部線他」

 飯舘村  村  飯舘村  直接 1/3

1/2

87   (5)  -  40  -   4  -  

 
 木質バイオマス施設等緊急整備事業
（基金）

 飯舘村  村
 飯舘バイオ
パートナーズ

（株）
 間接111   (5)  -  45  -

110  ◆  (5)  -  41  -   3

  3  109   (5)  -  41  -

 -  41  -   4  

 -

 飯舘村  直接 1/2 
 有害鳥獣減容化施設整備事業（基幹事
業）

 飯舘村  村

 直接 －  1
 有害鳥獣減容化施設敷地造成整備事
業（効果促進事業）

 飯舘村  村  飯舘村

1/2 
 新規就農者技術習得管理施設整備事
業

 飯舘村  村  村  直接116   (5)

合計額

地方公共団体の組合名

県名 担当部局名 村づくり推進課企画定住係 高野　琢子

市町村名 電話番号 0244-42-1613 t-takano@vill.iitate.lg.jp



令和４年度 　　帰還・移住等環境整備事業等

経済産業省

※本様式は同一の交付担当大臣が交付する事業等ごとに作成して下さい （単位：千円）

交付対象事業費
(b)

交付対象事業費のう
ち、福島県又は避難指
示・解除区域市町村等
以外の者が負担する額

を減じた額
(c)

うち交付金交付額
基幹事業の場合

（d）=a×b＋(c-a×b)/2
（注６）

効果促進事業等の場合
（d）=0.8c

年度間
調整額
（国費）

(e)

調整後の
交付金
交付額
(f)=d-e

(19,705) (19,705) (14,778)

0 0 0

＜19,705＞ ＜19,705＞ ＜17,241＞

(19,705) (19,705) (14,778) (0) (0)

0 0 0 0 0

＜19,705＞ ＜19,705＞ ＜17,241＞ ＜0＞ ＜0＞

福島県 担当者氏名
飯舘村 メールアドレス

（注１）「事業番号」は、基幹事業については、「（実施要綱別表の番号）-（同一事業計画中の同種の事業の通し番号）」、効果促進事業等については、「◆（最も関連する基幹事業の事業番号）－（最も関連する基幹事業ごとの通し番号）」となるよう記載する。
（注２）「事業名」は実施する事業の内容がわかるように任意の名称を記載する。
（注３）「基本国費率」は、各交付担当大臣が定める交付要綱に規定される国費率を指す。（福島再生加速化交付金（帰還・移住等環境整備）実施要綱第５の１の（３）におけるbと同様）
（注４、５）上段（　）書きは、前回までに配分された額を記載し、中段には今回申請する額を記載する。なお、下段＜　＞書きについては、自動計算される。
（注５）「年度間調整額」の（国費）（e）は、前年度に福島再生加速化交付金（帰還・移住等環境整備）実施要綱第４の７の④に該当した場合に記載する。
（注６）各交付担当大臣が定める交付要綱において、交付額の算定方法が定められている場合には、その規定に基づき算定すること。
（注７）基金を造成して帰還・移住等環境整備事業等を実施する場合においては、当該事業の（ｂ）欄には、当該年度に実施する事業の事業費を、（ｃ）欄には事業費のうち福島県等以外の者が負担する額を減じた額を、（ｄ）欄には基金からの取崩額を記載する。

（様式１－４）

飯舘村 帰還・移住等環境整備事業計画

省庁名： 令和４年１０月時点

No.
事業番号

（注１）
事業名
（注２）

地区名
施設名

交付
団体

 -

 

事業
実施
主体

直接／間接

基本
国費率

（a）
（注３）

当該年度（注４） 年度間調整額（注５）
（該当する場合のみ記載）

備　考

     

  

 

 村  直接 3/4

      

  1   
 飯舘村での産業団地候補地の選定及
び企業の立地可能性等調査事業

 飯舘村  村115   (6)  -  46

             

           

             

合計額

地方公共団体の組合名

県名 担当部局名 村づくり推進課企画定住係 高野　琢子

市町村名 電話番号 0244-42-1613 t-takano@vill.iitate.lg.jp



令和４年度 　　帰還・移住等環境整備事業等

国土交通省

※本様式は同一の交付担当大臣が交付する事業等ごとに作成して下さい （単位：千円）

交付対象事業費
(b)

交付対象事業費のう
ち、福島県又は避難指
示・解除区域市町村等
以外の者が負担する額

を減じた額
(c)

うち交付金交付額
基幹事業の場合

（d）=a×b＋(c-a×b)/2
（注６）

効果促進事業等の場合
（d）=0.8c

年度間
調整額
（国費）

(e)

調整後の
交付金
交付額
(f)=d-e

(0) (0) (0)

2,795 2,795 2,445

＜2,795＞ ＜2,795＞ ＜2,445＞

(0) (0) (0)

20,527 20,527 17,105

＜20,527＞ ＜20,527＞ ＜17,105＞

(0) (0) (0)

1,962 1,962 1,471

＜1,962＞ ＜1,962＞ ＜1,471＞

(0) (0) (0)

15,829 15,829 13,850

＜15,829＞ ＜15,829＞ ＜13,850＞

(0) (0) (0)

1,159 1,159 869

＜1,159＞ ＜1,159＞ ＜869＞

(0) (0) (0)

6,169 6,169 5,397

＜6,169＞ ＜6,169＞ ＜5,397＞

(0) (0) (0)

4,777 4,777 4,179

＜4,777＞ ＜4,777＞ ＜4,179＞

(0) (0) (0)

220 220 165

＜220＞ ＜220＞ ＜165＞

(0) (0) (0) (0) (0)

53,438 53,438 45,481 0 0

＜53,438＞ ＜53,438＞ ＜45,481＞ ＜0＞ ＜0＞

福島県 担当者氏名
飯舘村 メールアドレス

（注１）「事業番号」は、基幹事業については、「（実施要綱別表の番号）-（同一事業計画中の同種の事業の通し番号）」、効果促進事業等については、「◆（最も関連する基幹事業の事業番号）－（最も関連する基幹事業ごとの通し番号）」となるよう記載する。
（注２）「事業名」は実施する事業の内容がわかるように任意の名称を記載する。
（注３）「基本国費率」は、各交付担当大臣が定める交付要綱に規定される国費率を指す。（福島再生加速化交付金（帰還・移住等環境整備）実施要綱第５の１の（３）におけるbと同様）
（注４、５）上段（　）書きは、前回までに配分された額を記載し、中段には今回申請する額を記載する。なお、下段＜　＞書きについては、自動計算される。
（注５）「年度間調整額」の（国費）（e）は、前年度に福島再生加速化交付金（帰還・移住等環境整備）実施要綱第４の７の④に該当した場合に記載する。
（注６）各交付担当大臣が定める交付要綱において、交付額の算定方法が定められている場合には、その規定に基づき算定すること。
（注７）基金を造成して帰還・移住等環境整備事業等を実施する場合においては、当該事業の（ｂ）欄には、当該年度に実施する事業の事業費を、（ｃ）欄には事業費のうち福島県等以外の者が負担する額を減じた額を、（ｄ）欄には基金からの取崩額を記載する。

地方公共団体の組合名

県名 担当部局名 村づくり推進課企画定住係 高野　琢子

市町村名 電話番号 0244-42-1613 t-takano@vill.iitate.lg.jp

合計額

 直接 1/2

3/4

106   (1)  -    3  -   3  -  

 
 大師堂住宅団地災害公営住宅家賃低
廉化事業

 飯舘村  村  飯舘村  直接

 
 深谷団地福島再生賃貸住宅家賃低廉
化事業

 飯舘村  村  飯舘村

 大師堂住宅団地東日本大震災特別家
賃低減事業

 飯舘村  村  飯舘村

105   (1)  -    2  -   3  -

 -

 飯舘村  直接 1/2

100   (1)  -    6  -   1

  2  -  
 桶地内団地東日本大震災特別家賃低
減事業

 飯舘村  村99   (1)  -    3  -

 直接 3/4

 直接 3/4

1/2

98   (1)  -    2  -   2  -  

 
 大谷地団地東日本大震災特別家賃低
減事業

 飯舘村  村  飯舘村  直接

 
 大谷地団地災害公営住宅家賃低廉化
事業

 飯舘村  村  飯舘村

 桶地内団地災害公営住宅家賃低廉化
事業

 飯舘村  村  飯舘村

86   (1)  -    3  -   1  -

 -

 飯舘村  直接 3/4

85   (1)  -    2  -   1

  1  -  
 大谷地団地災害公営住宅家賃低廉化
事業

 飯舘村  村85   (1)  -    2  -

 直接 2/3

事業
実施
主体

直接／間接

基本
国費率

（a）
（注３）

当該年度（注４） 年度間調整額（注５）
（該当する場合のみ記載）

備　考

（様式１－４）

飯舘村 帰還・移住等環境整備事業計画

省庁名： 令和４年１０月時点

No.
事業番号

（注１）
事業名
（注２）

地区名
施設名

交付
団体


